






発刊にあたって

社会福祉法人

視覚障害者支援総合センター 

理事長 高橋實

視覚障害者支援総合センターでは、2009年春より“日本点字の父” 

石川倉次（1859年２月28日～1944年12月23日）の生誕150年を記念 

して、「点字」をテーマとしたエッセイを公募しました。ケージーエ 

ス株式会社の協賛により行なっている公募企画は２回目となりま 

す。昨年はルイ・ブライユの生誕200年を記念した論文・エッセイ 

を公募し、総数52編のご応募をいただきました。

今年は25作品のご応募があり、これを榑松武男氏（ケージーエス 

株式会社代表取締役社長）と私で予備選考を行ない、検討の結果、 

13編を審査委員長の三田誠広氏（日本文藝家協会副理事長）にお送 

りし、審査を仰ぎました。

本書は、予備選考において啓発面で、あるいは記念として「是非 

ともたくさんの方にお読みいただきたい」として委員長にお送りし 

た13編を１冊にまとめたものです。

これは主催者として大変喜ばしく、皆さまに感謝申し上げなけれ 

ばならないことですが、今回の応募作品を読んでおりましたところ 

前年度よりも筆者の方のおかれている立場にバリエーションが加わ



り、多種多様な点字との関わり方、点字への思い入れが綴られてい 

ることに気付かされました。審査委員長の三田先生は総評において 

以下のように述べられています。

先天的な障害者はもちろん、中途失明者、教員、さらに母親など 

点字との関わり方はさまざまだが、それぞれに切実な事情があっ 

て点字に関わり、学ぶ苦労があり、苦労を克服した先に大きな喜 

びがあることは共通している。点字があることによって、人生そ 

のものが充実した輝かしいものになるということが、それぞれの 

作品を通じて、鮮やかなイメージとなって伝わってくる。

本書に収めた13編の作品に触れていただければ、様々な人生を照 

らし出す点字の力を知ることができると思います。

また、本書の後半には日本点字委員会顧問の阿佐博先生に、石川 

倉次の生涯と業績についてご執筆いただいた「初期盲教育の周辺と 

石川倉次」を掲載しました。

石川倉次の業績を世に紹介する書籍としては、先の時代に出版さ 

れたもののほとんどが専門家向けであったり、あるいは児童・生徒 

向けであったりするものでしたから、改めて点字専門家の視点から 

石川倉次の人物像とその業績を再評価し、それを分かりやすく伝え 

ることのできる読み物を目指しておりました。

日本に点字のプロフェッショナルが数多しと言えど、「これを執筆 

できるのは阿佐先生だけだ」と決心するまでに、多くの時間を要し



ませんでした。

数カ月後、私の手元に届いたのが本書に収めた作品です。

石川倉次の人となりは勿論のこと、点字以前の盲教育、アメリカ 

の点字戦争、そして彼なしに日本点字は成しえなかった小西信八と 

石川との交わりといった、およそ日本点字翻案にまつわる背景が概 

括的に一望できるような作品です。

生前に３回ほど石川倉次に会ったことがあるという阿佐博先生 

と、本編執筆後、お会いしてきました。そこで、阿佐先生は

「ルイ・ブライユは天才だが、石川倉次は優秀な教員ですよ」 

と、語られました。

私たちは、偉人を評価するときに、その業績だけに思わず注目が 

いきがちです。時代が離れてしまうほど、その傾向が強まるような 

気がします。

ただ、阿佐先生の作品を読み、そしてこの言葉を聞いたとき、日 

本点字が１人の天才の閃きによって作られたものではなく、石川倉 

次に代表される先人たちの努力の結晶なのだという事実に打たれ、

１人の人間として、石川氏に親しみを感じ、一層強く点字に慈しみ 

を持ちました。

ルイ・ブライユ生誕200年、石川倉次生誕150年、そして2010年は 

日本点字制定から120年を迎えます。私たちは、過去を見つめ、そ 

れを未来へとつないでいくために、今、何をすべきなのか。皆さま 

にとって本書が、そのヒントを見つけるための１冊としてご活用い 

ただけるならば、これ以上の喜びはありません。



最後になりましたが、取材にご協力いただきました筑波大学附属 

視覚特別支援学校および本書の出版をご助成くださいましたケージ 

ーエス株式会社、そして作品をご応募くださったたくさんの皆さま 

に対し、心より御礼申し上げます。

2009年10月
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初期盲教育の周辺と石川倉次
阿佐博

はじめに

今年2009年は点字の考案者、フランスのルイ・ブライユの生誕200 

年と、その点字の日本語への翻案者石川倉次の生誕150年にあたる 

年である。ルイ・ブライユに関しては１月４日から８日まで、パリ 

のユネスコ本部で国際点字会議が開催されたのをはじめ、いくつか 

の国際的催しが行なわれているようだ。わが国ではルイ・ブライユ 

生誕200年と、石川倉次の生誕150年の両方をあわせて記念するため 

に、各地で色々な催しが計画されている。

それらの催しとは別に、視覚障害者支援総合センターでは、石川 

倉次生誕150年を記念するエッセイの募集を行なった。それらの中 

の優秀作品をまとめて出版するにあたり高橋實理事長から、石川倉 

次の紹介文を書くようにというお話があった。私は石川先生と直接 

お会いしたこともあり、先輩から色々な話も聞いている。しかしす 

ぐ紹介文が書けるほどの資料は持ち合わせていないので辞退した 

が、どうしてもということで押し切られてしまった。

考えてみると、今はもう石川先生に直接お会いした人も少なくな 

ってしまったことだろう。私は少なくとも３回以上お会いしている。

第１回目は東京盲学校の中等部に入学したばかりの昭和12年の



ことであった。その頃母校では、11月１日の点字制定記念日の行事 

として、毎年点字の書き方競技会を行なっていた。石川先生はそれ 

を見に来られたのか、ほかにご用があったのかわからないが、その 

日、澤田慶治先生とご一緒に私たちの教室に来られたのである。そ 

して澤田先生から点字の翻案者であることが紹介された。個人的に 

は何もお話ししたわけではなかったが、帰り際に私と握手をして、

「しっかりやりなさい」と声をかけてくださった。手は固くて何か 

良く仕事をした人という感じであったが、声は優しかった。

第２回目にお会いしたのは昭和17年の春の頃である。私は師範部 

に入学した年で、クラスメート５、６名で、先生のお宅を訪問した 

のであった。２時間ばかり、お相手をしてくださったと思う。その 

ときは先生が点字の翻案に苦心している頃のお話をしてくださった 

ように記憶している。

第３回目は昭和19年の冬のことで、私はその３月卒業して、岡山 

の盲学校に赴任することが決まっていた。東京盲学校師範部には「点 

字練習生」という制度があって、それに選ばれると教科書などの製 

版や印刷を託されて一定の報酬を受けられることになっていた。私 

はその「点字練習生」に選ばれていたので、点字の表記法について、 

特に興味と関心を持っていた。そんな関係もあって、最後にもう１ 

度石川先生のお話を聞いておきたいと思って、１人でお宅をお訪ね 

したのであった。先生のお宅は学校から当時の都電で２停留所ほど 

離れたところにあったのだ。そのときは６点全部を「メ」という文 

字にしようと考えたのがヒントになって、現在のシステムにたどり



着いたのだということや、滝録松について長々とお話ししてくださ 

った。

私はそんな思い出や、先輩から聞いた話を思い出しながら書いて 

みようと思った。しかしそれとともに当時の盲教育の様子も少し記 

さなければ、点字の持つ意味や、石川先生と盲教育の関係なども理 

解しにくいだろうと考えた。そこで初期の盲教育周辺のことも不完 

全ながら追加することにした。

幸い私の手元には、わが国の点字制定70周年を記念して書かれた 

『石川倉次先生伝』（鈴木力二著）もある。これが大いに参考になっ 

た。

こうしてまとめたのが以下の拙文である。

なお、先生は昭和19年10月に、戦火を逃れて群馬県安中町に疎開 

されたが、同年12月23日逝去されたのである。享年85歳であった。

2009年９月23日

阿佐博



１．その幼少年時代

石川倉次は1859 （安政６）年１月26日に、今日の浜松市において 

士族の子として誕生した。６、７歳になると、母は自分が読んでい 

た百人一首や女大学などの読み方を彼に教えたという。８、９歳に 

なると、近所の師匠の家に手習いに行ったり、藩の学問所で漢籍の 

素読を習ったりした。明治元年、倉次９歳のときお国替えで藩主 

井上正直に従って、上総（千葉県）上埴生郡小沢村に転居して一時 

住み、後に市原郡桐木野（現市原市鶴舞）に移った。ここでも明治 

４年２月から翌年11月まで、再び藩の学問所・克明館で漢学を学ん 

でいる。ところが明治５年、学制が発布され、小学校が開設された 

ので、彼は学齢期を過ぎていたが、明治６年６月に小学校に入学し 

た。しかし既に色々な学問を修めており、小学校では学ぶことがな 

かったので、明治８年２月に卒業ということになっている。小学校 

在籍期間は１年９カ月に過ぎなかった。



２．ルイ・ブライユとの共通点

ルイ・ブライユは1819年10歳のときパリ盲学校に入学した。成績 

抜群で、1826年彼17歳のとき、生徒として在籍しながら助教という 

資格を与えられ、下級生に数学や文法を教えている。彼が卒業して 

正式に見習い教員として採用されたのはその２年後、1828年19歳の 

ときのことであった。

一方倉次は小学校に入学したが、彼の経歴から考えて当然のこと 

ながら成績抜群であった。そこで生徒として在籍しながら助教とい 

う資格を与えられ、下級生の指導にあたらせられたのである。倉次 

の場合は既に小学生以上の学力を身に付けていたので、下級生の指 

導にあたらせられたのは、学校側の苦肉の策だったのかも知れない。 

しかしいずれにしても、ルイも倉次も、生徒として在籍しながら下 

級生の指導にあたるという共通の使命を担わされていたのである。 

点字に深く関わるルイ・ブライユと石川倉次という２人の巨星が、 

西洋と東洋にあって、その青年時代に同じ使命を担わされていたと 

いうのは単なる偶然に過ぎないのであろうか。例え偶然であったと 

しても、私にはそこに何か意味深い歴史的な必然のようなものが感 

じられるのである。私はこのような偶然にはいつも感動するのであ 

る。

３．倉次の教員生活第一歩

倉次は明治８年２月に小学校を卒業した。卒業したばかりだった 

が、同３月に行なわれた教員の検定試験を受けた。そして見事合格



して、「一等授業生」という資格を得たのである。それは当時小学校 

教員となり得る最低の資格だったが、倉次はその資格を得て、上埴 

生郡水沼小学校に、読書兼算術習字課教員として勤務することにな 

った。彼17歳のときのことであった。これが彼の小学校教員として 

の第一歩だった。

しかし希望に燃える青年として、そのような資格を得ただけで満 

足し得るはずはない。倉次も上級への道を求めて、明治９年には、 

小学校教員の講習を受けて、「小学四等准訓導」という資格を得るの 

である。しかしこの資格を得ても水沼小学校の読書兼習字算術の担 

当という身分は変わらなかった。それまでの待遇は月給６円であっ 

たが、このとき月給８円の辞令をもらっている。

しかし倉次は、いつまでも小学校教員を続けようとは考えていな 

かった。雄飛のチャンスを狙っていたのである。だがそのチャンス 

はなかなか訪れなかった。我慢し切れなくなった彼は、明治10年９ 

月に辞表を出して、新聞記者になることを夢見て、田中という友人 

に誘われるままに東京へ出た。

そのときのエピソードが残っている。知人宅を訪ね四方山の話を 

していたが昼時になったから宿屋へ帰った。すぐに食事をしようと 

思い女中に頼んだが食事はないのでお弁当を取りましょうかと聞か 

れた。仕方がないから弁当をとってもらったというのである。宿屋 

では昼食を出さないことを知らなかったのである。彼はその日の日 

記に「このこと奇に思えり。宿屋において昼飯を出さざるを知らざ 

ればなり」と記している。



倉次はまだそれほど純朴な青年だったのである。知人宅で四方山 

の話をしたというのも、おそらく就職の依頼をしていたのであろう。 

しかしそれ以上に頼るべき人もなく、希望する職を得ることもでき 

なかった。せっかくの上京も徒労に終わったのである。夢破れて倉 

次は故郷に引き返すほかなかった。そこで熟考の末「自分の進むべ 

き道は教員以外にはない」と決意するのである。正規の教員になる 

ためには師範学校で学ばなければならない。彼は明治11年、千葉師 

範学校の入学試験を受けることにした。当時の師範学校は四年課程 

であったが、入学試験の成績によってそれぞれの学年に振り分けら 

れるという方式がとられていたらしく、倉次は第３学年へと編入が 

認められた。そして明治11年１月26日に入学したのだった。

４．石川倉次日記

こうして師範学校に入学してみたが、そこでの生活も彼にとって 

は退屈なものだった。師範学校も開設早々のことで、学習環境もま 

だ整っていなかったのであろう。１月26日に入学して、悶々としな 

がら約１カ月を過ごし、３月１日を迎えるのである。

この日、彼は早朝に起き出で、身を清め、衣服を改めて机の前に 

座した。そして師範学校入学以来の１カ月余の生活を省みたのであ 

った。彼はノートを開き「１月26日、ここに入学してより１カ月余、 

これと覚えしものはひとつなく、知りたる何もなし。これ怠惰の為 

すところなり。この病を除かずば、この学校に何年いるも無益なり」 

としたためた。そして他人はどうあろうとも、自分は独力でも勉強



しなければならないと決意するのである。

その前提条件として、彼は日記をつけることを考えた。克明に日 

記をつければそれが反省材料となって、自らの怠惰な生き方を変え 

ることができるだろうと考えたのである。彼が60年余にわたって日 

記を書き続け、膨大な石川日記を遺した端緒は正にここにあったの 

である。

この日を境にして彼の人生は変わった。正に人生の転換期という 

べきで、彼の猛勉強が始まったのである。彼は幼い日、藩の学問所 

などで学んで、漢学の素養があった。それを基にして、国語、国字 

の研究に打ち込むことになるのである。しかもそれは独り善がりの 

勉強ではなくて、進んでその種の講習会や研修会にも出席して研鑽 

を積んだのである。後述する「かなのかい」への出席などもその一 

環と思われる。

５．教員を天職として

彼は明治12年６月、師範学校を卒業した。卒業後直ちに小学校訓 

導として赴任し、いくつかの小学校で勤務することになるが、中で 

も卒業後１年を経て、明治13年９月に奉職した浜田小学校（現在の 

幕張小学校）は倉次にとって忘れることのできない思い出の多いと 

ころとなった。彼は本校に５年間在職し、校長事務取扱も命ぜられ 

ている。私的にはさの夫人と結婚し、長男を得たのもその間であっ 

た。師範学校を卒業して５、６年といえば、教育にも一応の見識と 

自信の持てる時期であり、家庭的にも恵まれて、研鑽に熱中できる



ときであり、しっかりと人生の基礎を築いた時期でもあったのであ 

る。この頃の日記に「１、２の同僚とともに、常に200名内外の生 

徒を教育し、もって豊かならざるも格別困らざるほどの生計を営み 

つつ日を費やせり」と記している。人生にも学問にも自信を持った 

時代であったことが想像される。

余談になるが、私が関係している点訳講習会の受講生に、幕張小 

学校の卒業生がいた。学校には歴代校長の写真を飾ってあるとのこ 

とで、石川倉次の写真があるかどうか調べてもらったが、見あたら 

ないとのことであった。何しろ明治10年代のことであり、写真を遺 

すようなことはまだしていなかったのかも知れない。

６．かなのかい

わが国の歴史を顧みると、遠く平安時代に、女流作家たちによっ 

て、かな文字文化の栄えたことはあった。しかし進んだ中国の文化 

を取り入れるためには、中国の書籍に接しなければならなかった。 

その接し方のひとつとして我々の先祖は、中国語の発音を無視し、 

語順を変えて日本語読みにする方法を編み出した。いわゆる訓読で 

ある。日本語の文字文化はこのようにして成立していったので、自 

然に漢字が多く用いられるようになっていった。この傾向は、明治 

時代を迎えての学校教育にも受け継がれることになるのである。し 

かしそれは文字の習得にのみ時間と労力を要して、合理的な学習と 

は言い難いという批判も出るようになっていた。そうした中に、国 

語改造論として、かな文字論者やローマ字論者なども出現してくる



のである。

福沢諭吉はその著書『文字之教』の中で「わが国には仮名文字が 

存在するにも関わらず、多くの漢字を用いることが習わしになって 

いる。これは不都合なことなので、漢字は次第に廃止するような用 

意が必要である。その用意とは文章を書くのに、難しい漢字をなる 

べく用いないように心がけることだ」といった趣旨のことを記して 

いる。漢字制限論である。

わが国郵便事業の父と言われ、明治初期の盲教育にも深い理解を 

示していた前島密もかな文字論者であった。彼は1866 （慶応２） 

年に、漢字廃止についての建白書を徳川慶喜に提出している。そし 

て明治６年には独力で「まいにちひらがなしんぶん」というかなば 

かりの新聞の発行にも着手したほどである。

わが国最初の近代的国語辞書『言海』の編纂者として知られる 

大槻文彦もかな文字論者であった。明治16年には彼を中心にして 

「かなのかい」が設立されたのである。この会の目的として規則第 

１条には「わが国の学問の道を容易くせんがために、言葉はなるべ 

く世の人の耳に入りやすきものを選び取り、専ら仮名のみを用いて 

文章を記するの方法を世に広めんとするにあり」と記されている。 

この会の発足を知って、石川倉次も、小西信八も入会したものと思 

われる。特に石川倉次は、自分の教育実践の中で、漢字制限の必要 

性を痛感し、かな文字論者になったものと思われる。

石川倉次が勤務していた明治初年の小学校は四年生であったが、 

４千に及ぶ漢字を教えることになっていたそうである。だからその



頃は、県下で進んだ小学校といわれるところでも、漢字にのみ力を 

入れ、理科教育などは殆ど行なわれていなかった。ところが倉次は 

町の吏員を動かして理科学の器械一式を購入させ、自分の学校ばか 

りでなく、父兄や近くの学校の生徒までも集めて実験を行ない、理 

科教育の振興に努めたのである。漢字教育の偏重に警鐘を鳴らし、 

バランスのとれた教育を行なうことを主張したのである。「かなのか 

い」の設立を知って、彼が入会したのは自然の成り行きだったと思 

われる。

７．出会い

明治17年１月27日、東京虎ノ門の工部大学校において「かなのか 

い」の研修会が開催された。倉次はこの会に出席するためその前日 

東京に出てきて友人宅に１泊し、その会に出席した。会場に着いて 

みると何となく見覚えのある顔があり、それを那珂通世博士だと思 

ったのであった。那珂通世は東洋史研究の学者で、東京高等師範学 

校の教授であったが、やはりかな文字論者で、かなのかいの有力な 

メンバーであった。倉次は日頃から尊敬している那珂通世博士だと 

思って自分の名を名乗り、丁寧に挨拶したのだが、それは人違いで 

小西信八だったのである。小西の風貌が那珂通世博士に似ていたの 

であろうか。小西は「那珂先生と間違えられるのは光栄です」と名 

乗って名刺を出した。倉次赤面の一瞬であった。彼はその日の日記 

に「既にして那珂先生来たりしと思いしに、小西信八君にて人違い 

をしたりしは、誠におかしくまた恥ずかしかりき」と記している。



しかしこうして不思議な出会いをした２人は意気投合したらし 

く、親しい交わりが始まるのである。

その後倉次は明治18年９月に、茂原小学校に転勤し、一方東京女 

子高等師範学校教諭で、附属幼稚園の主任でもあった小西は、明治 

19年１月に楽善会訓盲唖院の主任兼専務として派遣されることに 

なるのである。

８．楽善会訓盲唖院

明治８年５月22日は、わが国の盲教育にとって忘れることのでき 

ない記念すべき日と言わなければならない。なぜなら当時の有識者 

６人の発起によって、初めて組織的盲教育について論議された日だ 

からである。発起人として名を連ねたのは、古川正雄、津田仙、 

中村正直、岸田吟香、ボルシャルト(Dr. Burchardt)、へンリー・ 

フォールズ (Dr. Henry Faulds)であった。

古川正雄は、工部省の役人で、1873 (明治６)年、ウィーンで開 

催された万国博覧会に出席して、主として教育方面の調査を行なっ 

た人である。工部省とは明治初年の中央官庁の１部門である。津田 

仙は実業家で、築地でわが国最初のホテルを経営したり、農学校の 

経営に乗り出したりした人である。福祉の志篤くキリスト教信仰を 

持ち、中村正直・新島襄とともにキリスト教の３傑と言われた１人 

であり、津田英学塾(現津田塾大学)の創設者津田梅子の父でもあ 

った。中村正直は私塾を経営し、英語教育に力を注ぎ、多くの英才 

を送り出した人であり、岸田吟香は実業家として活躍し、他方へボ



ンの和英および英和辞書の編纂にも協力した人である。ボルシャル 

トはルーテル協会の宣教師であり、ヘンリー ・フォールズは、医師 

でもあり宣教師として来日し、築地病院を開設して診療をしながら 

キリスト教の布教に努めた人である。

これらの６人が築地のヘンリー・フォールズ宅に会し、盲唖教育 

を始めるための委員会を組織し、それを「楽善会」と名付けたので 

あった。

楽善会発足後、その趣旨に賛同して入会協力する者も多く、資金 

も調って、明治13年に築地に校舎を新築して「楽善会訓盲唖院」と 

称し、生徒募集を始めた。

こうして民間の手によって盲唖教育が始められたのであるが、明 

治18年に至り、「民間の経営では永続することはできても発展は期 

しがたい」との意見が出て、文部省に直轄願いを出すことが決議さ 

れた。これが認められて、明治18年11月、文部省の直轄学校となっ 

たのであった。官立東京盲唖学校の誕生である。しかし校名を「東 

京盲唖学校」と改名したのは、２年後の明治20年のことであった。 

この学校に、明治19年１月、小西信八が主任兼専務として派遣され 

てきたのであった。

９．三顧の礼

楽善会訓盲唖院が文部省直轄となったとき、従来からの教員は殆 

どが免職となり、小西が赴任したときには、２人残るのみとなって 

いた。その手不足を補うため、至急に１人は増員しなければならな



かった。そのとき第１に小西の頭に浮かんだのが石川倉次であった。 

しかし倉次も茂原小学校に転勤したばかりのときだったのである。

小西が倉次に就任要請の第１信を出した日付は、明治19年１月24 

日となっている。その第１信には、自分が盲唖教育に従事すること 

になった事情、人手が足りないので至急に１人増員しなければなら 

ないこと、その人として倉次以外には考えられないことなどがした 

ためられている。その一節に「貴兄の熱心と、貴兄の親切と、貴兄 

の考え深きと、貴兄の向学の心の篤きとに感じ、かかる突然のご相 

談におよび候。幸いにご承諾くださり候ば、ひとり私の幸せにとど 

まらず、盲唖の幸福と存じ候」とあり、茂原小学校から優秀な教員 

を奪うのは心苦しく思うが、是非この願いを聞き入れて自分を助け 

て欲しいということが切々と述べられている。しかし倉次は、障害 

児教育については何の経験もなく、考えたことさえなかったし、ま 

たあまりにも突然の話だったので、この願いを断ったのであった。

しかし小西は諦めなかった。２月５日付で第２信をしたためてい 

る。それには、茂原小学校に転勤したばかりでそちらにも事情はあ 

るだろう、また地方から良い教師を引き上げるのは自分としても好 

まないところではあるが、助け手の少ない盲唖教育にはどうしても 

良い人を得なければならない。それには貴兄以外には考えられない。 

大変申しにくいことだが、もし給料の問題であれば、文部省と交渉 

して引き上げることもできるし、夫人も裁縫の教師として採用した 

いから、２人で働いて欲しい。多忙のため文章を考えている暇がな 

いので、失礼なことがあったとすればお許し願いたいという意味の



ことが記され、最後を「ただこれ盲唖のためをはかるのみ、願わく 

ば来たり助けたまえ」と結んでいる。

だが倉次は決心がつかず、この２月５日付の第２信に対する返信 

を延ばしていた。そこへ小西から２月10日付の第３信が届くのであ 

る。それには、「蜀の王劉備は軍師として諸葛孔明を迎えるにあたっ 

て、３度も彼の草庵を訪ねている。それは彼の徳と才能を愛したか 

らだ」という故事を引き、自分も貴兄の徳と才能を愛しながら、貴 

兄を訪ねることもせず手紙のみで横着している。それは君子を迎え 

るにあたっての道を失するもので、この願いに応じてくれないのも 

やむを得ないことだが、既に文部当局の係官にも貴兄の名を告げて 

いる。係官からも、しきりに貴兄を早く招くようにと督促されてい 

る。何か希望があれば腹蔵無く言って欲しいが、それでも貴兄がこ 

の話を断るのであれば、自分としても覚悟せざるを得ないという意 

味のことが記されている。

ここに至って倉次も遂に決意を固めることになり、小西の希望に 

添いたいという旨の返信を書いた。それを受け取って小西が喜んだ 

ことは言うまでもない。そして倉次一家の転居について、住居のこ 

とや生活のことなど、細々としたことを書き送っている。こうして 

倉次は明治19年３月６日に楽善会訓盲唖院へ赴任することになる 

のである。倉次27歳のときのことであった。

10．楽善会訓盲唖院の教育

楽善会訓盲唖院の指導項目を見ると、習字、素読、講義、暗唱、



数学、作文、音楽などが挙げられ、それに職業教育として、箏・三 

味線などの邦楽や、按摩・鑑・灸などが加えられていた。文字とし 

ては凸字および針文字が用いられていた。

凸字とは特別の活字を作り、それで用紙の裏面から強く押圧する 

ことによって、用紙の表面に文字を浮き出させたものである。1784 

年、パリに世界最初の盲学校を設立したヴァランタン・アウイの考 

案したもので、点字考案以前、欧米各国に普及していた。楽善会の 

凸字はアメリカに学んだもので、楽善会の最初の仕事は、新約聖書 

『ヨハネ伝』９章の凸字印刷をアメリカの聖書協会に注文したこと 

であった。この注文にあたって、わが国でも凸字印刷を行ないたい 

というので、印刷用用紙も同時に注文している。こうして輸入した 

凸字を参考に、わが国独特の凸字印刷を開発したのである。

針文字とは、活字の文字の部分を 

針状にし、凸字同様用紙の裏面から 

押圧して、用紙表面に点線文字が描 

かれるように工夫されたものであ 

る。1804年にウィーンに盲学校を開 

設したクラインの考案したものであ 

る。楽善会訓盲唖院ではこの２種の 

文字を採用したのであった。

文字指導の方法としては、最初「木刻文字」と称し、板に文字を 

刻んだものを用いた。それを触読させることによってまず50音の指 

導を行なうのである。文字の認識ができると、石筆石板を用いて実



際にかな文字を書く練習を行なった。それに上達すれば次第に漢字 

の練習に入り、偏旁等に進み、鉛筆で紙に書く練習に進んだ。

凸字書として製作されたものには『小学読本』、『詞の捉』（訓盲 

唖院の教員だった高津柏樹の著したもので、簡単な文法書）、その他 

『千字文』や、吾妻琴譜、杉山三部書などもあった。

『千字文』は、よく知られるように、中国の六朝時代に著され、 

わが国にも輸入されて習字の手本として用いられたものである。漢 

字の指導にでも使われたのであろうか。

また職業課程として、邦楽や鍼按などの指導も行なわれていたの 

で、吾妻琴譜や杉山三部書は、それらの教科用図書として用いられ 

たのであろう。しかしどの程度読み得たものか、私は疑問に思って 

いる。

11．小西信八の探究

小西信八が盲教育界に入って、第１に感じたことは、教育方法の 

非能率性ということではなかっただろうか。失明者が漢字の凸字を 

触覚で読む困難さは想像を絶するものがある。かねてよりかな文字



論者として文字改良を志し、健常者にさえかな文字を進めていた小 

西にとって、それは徒労にも近いものに思われたに違いない。盲教 

育には失明者自ら書くことができ、また容易に読むことのできる文 

字がなくてはならない。そう考えて小西の探究が始まるのである。

おそらくあらゆる方面に手を伸ばし、視野を広げたことであろう。 

その結果上野にあった教育博物館の館長手島精一との出会いがあ 

り、小西の希望は実を結ぶことになるのである。

手島は明治９年、フィラデルフィアで開催された万国博覧会に出 

席し、点字の本などを持ち帰って図書館に所蔵していた。また明治 

17年にロンドンで開催された教育ならびに衛生博覧会にも出席し、 

英国製の点字盤や点字書とともに、名著と言われるアーミテージの 

著書『盲人の教育と職業』も購入して持ち帰り、図書館に所蔵して 

いたのである。また同博物館には、文部省発行の「教育雑誌」のバ 

ックナンバーも揃っていた。その第89号（明治12年２月発行）には、 

文部省から派遣されてアメリカに留学していた目賀田種太郎がパー 

キンス盲学校を視察し、 その詳しい報告が掲載されていた。その中 

には点字の書き方や読み方に関するかなり詳しい記述もあったの 

だ。教育博物館には近代的盲教育の扉を開く宝が眠っていたのだ。 

手島精一の援助を得て、この宝庫に分け入ったのが小西信八であっ 

た。特に小西を喜ばせたのは点字の存在であった。点字の存在を知 

った小西は、早速点字盤やアーミテージの著書を借り出し、学校に 

持ち帰って実験を試みた。当然のことながらアルファベットシステ 

ムの点字だったので、国語を表記するにはローマ字綴りにするほか



なかったが、それでも、自ら書き得て、自ら読み得る文字を教えら 

れて、生徒は満面に笑みを称えて喜んだという逸話が伝わっている。

しかし小西はそれで満足することはなかった。１歩を進めて、こ 

のシステムでかな文字を表現することを考えたのである。そこに小 

西の見識を伺うことができる。おそらく自らその研究を進めたいと 

考えたことであろう。だが小西の日常は多忙に過ぎた。そこで最も 

信頼し、国語にも造詣の深い石川倉次にその研究を託したのである。 

明治20年末のことであった。そして倉次はその研究に着手し、心血 

を注ぐことになるのである。

12．石川の８点点字

小西が倉次に点字の翻案を委託し 

たとき、その資料として手渡された 

ものは、ブライユの点字配列表を印 

刷した紙片１枚であった。縦14㎝、 

横18.2㎝の紙片は、今も筑波大学附 

属視覚特別支援学校の資料室に保存 

されている。この簡単かつ粗末な紙 

片１枚が、わが国の点字翻案事業の原動力となったのである。

翻案にあたって倉次が最初に考えたことは、「６点の組み合わせは 

63通りになるが同型のものを除くと、僅か44通りにしかならない。 

ところがわが国のかなは48文字あり、どうしても４字足りない。だ 

から６点のままでかなの全てを表すことは不可能だ」ということで



あった。同型のものとは、１、２の点は縦２点だし、２、３の点も 

縦２点となり、形は変わらない。そんな関係のものをいうのである。

不可能となれば点を加える以外に方法はない。倉次は１、４の点 

の間および３、６の点の間に１点を入れ、縦横３点で、中央の１点 

の抜けた８点を考えた。この８点でかな48文字を組み立てたのであ 

る。これを「石川の８点点字」と言う。この案を時の校長矢田部良 

吉に示したところ、それを生徒に教えて実験してみるようにとの命 

を受けた。そこで明治21年中頃、浅草の教育品製造会社に命じて、 

８点の点字盤を作らせ、８点点字が生徒に教えられたのであった。 

それでも従来の凸字や針文字よりは遙かに読みやすいし、また自ら 

書くこともできるので、そこにはそれなりの喜びがあった。

だが倉次の心は晴れなかった。足りないのは僅か４文字なのだか 

ら、なんとか工夫がありそうなものだと考えたのである。また小西 

も、８点点字では満足できず、できればブライユ方式そのままの６ 

点で、翻案したいものだと願っていた。大河原欽吾著『點字發達史』 

の中にも次のような記述がある。



然しながら石川氏は格別面白くも感じなかった。何となればブ 

氏の原器を用いてよき工夫の出来るかも知れず、其の時には折角 

盲生が学習した点字は無論廃棄せざるを得ず、徒労に終わるかも 

知れない。時に小西氏もなるべくはブ氏そのままの６点にて我が 

仮名を表出したい、という意見であった。石川氏はそは不可能と 

は思いつつも、僅かに４字の不足なれば如何にかして我が仮名を 

適当に表す方案のなきにしもあらざるべしと此に再び考案に専心 

したのであった。

ここに「ブ氏」という言葉が出てくる。これは当時よく使われた 

用語で、「ブライユ氏」を略したものである。

13．点字戦争

「石川の８点点字」が採用され、もしそのままになっていたとす 

れば、おそらく後年点字戦争を体験しなければならなかっただろう 

と、私は推測している。それには前例があるからだ。アメリカの点 

字戦争である。

点字がアメリカに輸入されたのは、1859年あるいは1860年であっ 

たと言われている。最初にブライユの点字システムを取り入れたの 

は、セントルイスのミズーリ盲学校であった。生徒たちは点字の採 

用を喜び、熱心にその習得に努め、読み書きに上達していった。ア 

メリカにおいても当時はまだ各種の凸字が用いられていたのであ 

る。

ニューヨーク盲学校長ウイリアム・ウエイトは、凸字に熟練した



者と、点字に熟練したものの読み速度について比較検討を試みた。 

その結果、点字に熟練した者が、読みスピードにおいて遙かに優れ 

ていることが分かった。

そこで、ウエイトもニューヨーク盲学校に点字を取り入れること 

にした。しかし、ブライユのシステムを検討するうちに、２つの欠 

点に気付いた。

その１は、一般の文章における文字の出現頻度と、その文字を構 

成する点の数についてである。例えばｋとｔを比較した場合、ｔの方 

がｋよりも遙かに出現頻度が高いにも関わらず、ｋが２点より構成 

されるのに対して、ｔはその２倍の４点からなり、読み書きの労力 

の上からいっても、それは不合理だと考えたのである。当時は点筆 

で１点１点書く以外に方法がなかったので、そのような理由も理解 

できなくはなかったと思われる。

その２は、紙面における文字の占有面積である。ブライユシステ 

ムでは１文字の枠が決まっているので、１点からなるａも５点から 

なるｑやｙも同一の面積を占めることになる。それは不合理だとい 

うのである。

そこでウエイトは、ブライユのシステムを変更して、点の配列を 

縦２点、横４点とし、出現頻度に応じて、その文字に割り当てる点 

の数も調整し、また１文字の占める占有面積の増減を図るために、 

横は１点ないし４点に伸縮可能な形に改めたのである。従ってブラ 

イユシステムとは全く異なった形式の点字ができあがったのであっ 

た。彼はこれにニューヨークポイント(New York Point)と名付



けた。ウエイトがニューヨークポイントを発表したのは1868年のこ 

とであった。

ウエイトは自ら開発したニューヨークポイントの宣伝と普及に熱 

心であった。資金を集めて、ルイスヴィルの連合印刷所を占拠して、 

ニューヨークポイントにより大量の印刷を行ない、それを要求する 

諸学校には無料で提供した。しかし、本来この連合印刷所は、各学 

校の要求に応えて、どのような形式の書籍でも出版する建前であっ 

たから、やがてこのようなウエイトの横暴な振る舞いに対して抵抗 

する者も現れるに至った。パーキンス盲学校の創設者ハウおよびそ 

の後継者アナグノスである。彼らはニューヨークポイントに強く抵 

抗した。しかしアナグノスもまた過ちを犯したのである。抵抗の印 

として、彼もまた、部下のスミスに、ニューヨークポイントに対抗 

するシステムの開発を依頼したのである。

スミスは縦３点、横２点というブライユの原型を保ちながら、出 

現頻度の高い文字は少ない点で構成するように配慮して、アルファ 

ベットを組み替えたのである。結果はブライユのシステムに似たも 

のになったが、似て非なるものであって、しかもこれにアメリカン 

ブレール(American Braille)という名称を与えたのである。

かくしてアメリカでは、ニューヨークポイント、アメリカンブレ 

ールおよびブライユシステムという３形式の点字が流通することに 

なり、混乱を深めていったのであった。この混乱を一般に「点字戦 

争」と呼んでいるのである。

しかしやがて１人の人物の登場によって、この戦争にも終止符が



打たれることになった。1890年、イリノイ盲学校長として招聘され 

たホールである。彼は旺盛な研究心とともに、発明の才にも長けて 

いた。就任間もなく、点字を容易かつ敏速に書く方法についての研 

究に着手したのである。そして1892年、就任後２年にして点字タイ 

プライターの開発に成功した。

彼の開発したタイプライターは、 

今日も使われているもので、６個の 

キーを有し、それらのキーのいくつ 

かを同時に押すことによって、１字 

を打ち出すことができた。だから１ 

点からなる文字も、５点からなる文 

字も、ほとんど等しい労力とスピードで打ち出すことができるよう 

になったのである。つまり、ウエイトなどがブライユシステムの欠 

点として指摘した文字の出現頻度と、その文字を構成する点の数と 

の関係は、あまり考える必要がなくなったのである。こうなれば二 

ューヨークポイントも、アメリカンブレールも、その存在価値の大 

半を失うことになる。

自意識の強かったウエイトは、このホールの成功を傍観するに忍 

びなかった。これに対抗して、彼もまたニューヨークポイント用の 

タイプライターの開発を試みたが、左右の伸縮を自由にするという 

ことを機械的に実現するのは容易なことではなかった。仮に実現し 

たとしても、それは非常に複雑な構造となり、とてもホールの簡単 

なシステムに太刀打ちできるものではなかった。結局ニューヨーク



ポイント用のタイプライターの開発は諦めざるを得なかったのであ 

る。このような形で、アメリカでも徐々にブライユシステムによる 

６点点字が定着していくことになったのである。しかし当時既にニ 

ューヨークポイントやアメリカンブレールで生活している者も多 

く、またそれらの形式による点字出版物も大量に存在したので、そ 

の統一には時間を要した。そればかりではなく、ユーザーの多くが 

ブライユシステムに切り替えなくてはならなかったので、大きい犠 

牲を払わなければならなかったのである。

私は「石川の８点点字」を思うとき、いつもアメリカの点字戦争 

を想起するのである。もしあのとき８点点字が採用されていたなら、 

後年誰かによって必ず６点点字による翻案が行なわれ、アメリカの 

二の舞を演じたことと思うのである。

14．こだわりすぎた８点点字

８点点字は実験が試みられたのみで、幸いにも実用の段階には至 

らなかった。倉次はその後ずっと考え続けたが、良い案を得ること 

ができなかった。石川日記に点字に関する記載が現れるのは、８点 

点字実験の１年後で、明治22年10月31日のことである。この日の日 

記に「この夜点字を考う。まずよろしと思うものを得たり。12時半 

いねぬ」とある。何か新しいヒントを得たものと思われる。

倉次は研究の過程において、おそらく生徒たちに協力を求めて実 

験も試みたことであろう。また、同僚間の話題にも上ったことと思 

われる。小西は点字の翻案について、教員も生徒も協力するように



呼びかけていた。そこでこの問題は、教員間、生徒間を問わず、校 

内で最大の話題になったことが想像される。だから教員や、生徒た 

ちの中にもこの研究に加わる者があり、また明治22年６月に赴任し 

た遠山邦太郎も力を添えることになった。遠山も千葉県の人で、浜 

田小学校に倉次の同僚として勤めた時期もあり、倉次とは親しい仲 

であった。倉次の推薦によって東京盲唖学校に奉職することになっ 

たのである。倉次は同志を得て心機一転、研究に熱中したが、なか 

なか良い工夫が生まれず、虚しく時日を費やしていた。

こうした状況の中で、教員の中にも、生徒の中にも具体的に自ら 

の案を出す者が現れた。倉次には小西から託されたという重い責任 

があったが、他の者はそんな責任などを感じることもなく、いわば 

ゲーム感覚で、思いつくままを発表したものと思われる。実は明治 

22年の暮れ頃、６点点字の案が出ていたのである。遠山案と、生徒 

の伊藤・室井共同案である。

前述のように、作業の元になったのはブライユの点字配列表であ 

る。63通りになる６点の組み合わせを７段に配列したのが、ブライ 

ユの点字配列表だ。ブライユ自身もこの配列表を元にして、各種の 

記号を工夫していったのであった。



伊藤•室井案はまことに単純で、このブライユの配列表の１段目 

をア列、２段目をイ列というように、１段目から５段目に五十音を 

配当したのみのものであった。

遠山案もこれに近いものではあったが、少し工夫が加えられてお 

り、次のようになっている。

⑴ブライユの配列表の１段目の10字を50音図のア段に配当す 

る。ただし８番目と９番目を入れ替える。

⑵配列表の２段、３段、４段のそれぞれを、50音図のイ段、 

ウ段、エ段に配当する。ただし３段のヤ行とラ行とを入れ替える。



⑶才段の文字は、全てア段の文字を低下して、これに４の点 

を加える。ただし「ロ」の１字だけ変則としてラ下がり(２、６の 

点)にする。

⑷ンはオ下がり(３、５)の点、ヲには、現在の数符を用い 

た。そしてワ行の「ヰ」と「ヱ」は省いた。

このとき、倉次も思い切って６点に切り替えて工夫をすればもっ 

と早く成案を得ていたかも知れない。しかしなぜか倉次は８点にこ 

だわっていた。既に８点の点字盤を製作していたことが災いしたの 

かも知れない。

明治23年４月29日の石川案というのがある。これは倉次が最初に 

発表し矢田部校長に示した案とは幾分異なってはいるが、やはり３ 

点四方の８点式から抜け出ていない。しかし努力を重ねたことは事 

実で４月14日の日記に「今夜点字を考えて、２時を聞き、急ぎいね 

ぬ」とある。夜半過ぎまで考え続けていたのであろう。

しかし工夫に行き詰まったとみえて、５月27日案では、縦４点、 

横２点の８点に切り替えている。倉次は３点四方の点字で約２年研 

究してきたが、遂に成案は得られず、ここへきて縦４点型の８点に 

切り替えざるを得なかったものと思われる。それでもなお８点に固 

執し続けたのはなぜだろう。私には理解の及ばないところであるが、 

８点の提唱者として、やはり自らの意志を貫きたかったのであろう 

か。

生徒の伊藤文吉は、優れた才能の持ち主らしく、様々の案を出し 

ているが、５月末からは彼の案も縦４点、横２点の８点点字になっ



ている。

同23年６月には、生徒の室井案や、遠山案などが出されているが、 

これらも縦４点の８点点字になっている。やはり倉次が中心で、周 

辺の人々は、その後を追っていたことがわかる。

15．結実した６点点字

明治23年７月20日石川案というのがあるが、これはまだ８点式に 

なっている。ところが７月22日に至り、倉次は突然６点式に切り替 

えているのである。何か新しい考えが浮かんだのであろう。しかし、 

実際の案の上には新しさは感ぜられず、配列表の１段から４段まで 

にア列からエ列までをあて、オ列を変則にしたものであり、22年暮 

れの遠山案より優れたものとはいえないものであった。この方式で 

熟語９つを書いて試しているが、満足はできなかったようだ。熟語 

を記した後に、「工夫窮屈の跡あるを免れず」と記している。

そこで彼は、22年暮れの遠山案は、ブライユの配列表の一部を変 

更しているが、変更するなら一部ではなくて、全面的に変更してか 

なに適するものにしたいと考えた。そしてこの考えに従って、めま 

ぐるしく改正を重ねていった。

石川案の跡をたどってみると、７月31日案、８月10日案、同12 

日案、同18日案、同21日案、同23日案、同27日案というように次々 

と新しい案を出している。６点に切り替えて、集中的に工夫を重ね 

ていったことがわかる。

その間に８月14日および同18日遠山案というのがあるが、これも



６点式になっており、この頃になると、関係者一同が、やはり倉次 

に従ってブライユの６点点字で翻案することに傾いていることがわ 

かる。

倉次はこの８月27日案に至り、ようやくひとつの新しい着想を得 

ている。ア行には配列表の１段の文字を使い、ワ行にはその低下文 

字を使おうという発想である。ワ行がア行と同型であっても、文章 

にした場合、隣の文字との上下の位置関係によって明らかに区別で 

きることに気付いたのである。この着想によって、倉次が最初に考 

えた、「６点の組み合わせ44でかな文字48を表すことはできない」 

という考えは払拭されたことになる。それと同時に、この日重大な 

決意をしている。点字は目に障害のある者の文字だから、６点全部 

を“メ”という音を表すものにしたいと考えたのである。配列表１ 

段目の10字の中に、５の点を使用していないものが５字あり、６番 

目の“エ”に３、５、６の点を加えると６点全部を使用することに 

なる。これを“メ”と決めたのである。次いで配列表1段目から３、 

５、６の点を加え得るものを抜き出すと、「アイウエオ」の５文字だ 

から、これをア行と定めた。こうしてまずア行とマ行が決定したの 

であった。ワ行はア行の低下文字を使用することも決めていたので、 

自然にワ行が決定されたことにもなった。

かな文字論者であり、ローマ字論者でもあった倉次にとって、マ 

行の完成は大きい意味を持っていた。つまりア行の母音に対し、３、 

５、６の点は子音と考えられるということである。３、５、６の点 

の組み合わせには７通りあり、それを子音と考えればカ行からラ行



までの７行を作ることができる。残りは変則的なヤ行のみである。 

ここで遠山案が生きた。ア行の低下文字に４の点を加えることによ 

って、ヤ行もできたのである。

しかし子音をどの点にするか、これについても深く考えなければ 

ならなかった。それからも８月31日案、９月５日案、９月21日案と 

続くのであるが、８月31日案には、工夫のための方針が次のように 

記されている。

第一読み易き様

誤なく早く続け得る様、

似たる符ハ成るべく少き様

第二書き易き様

用多き字ハ点数少くして早く音を表し得る様、

第三覚え易き様

覚え書の規則ある様、規則混雑せぬ様、

五十音順に並べて音韻合成の規則を知り易く 

変則字は成るべく少き様。

第四 成るべく多くの音を自由に表し得る様 

日本の仮名ノ数ダケハナクテハナラヌ。

第五 五十音に並べて観よき様 

詞を綴りても観よき様。

この方針に従って点の配列を考え、９月21日案で最終案となるの



である。しかし９月21日案では濁点が4の点、半濁点が５の点とな 

っており、このことに関しては選定会議の行なわれる前日まで迷っ 

ていたようである。しかし選定会議には、濁点を５の点、半濁点を 

６の点として提出している。

16．点字選定会議

倉次は２年余の間８点点字に固執 

していたが、明治23年８月に至り、 

俄然研究の対象を６点点字に切り替 

えた。それが良かったのだ。６点に 

切り替えると、次々と名案が浮かび、 

１カ月余にして成案を得ることにな 

ったのである。

６点案に関しては、遠山案や伊藤 

案、室井案なども発表されている。そこでいずれを採用するか協議 

を行なうことになった。いわゆる“点字選定会議”である。

なお遠山案に関しては、明治22年暮れの案の他に、明治23年８月 

14日および18日案というのがある。選定会議に提出されたのがどの 

案であったか定かではない。石川案が採用されたのだから、大きい 

問題にはならないが、その内容も知りたい気がする。

伊藤・室井案は、伊藤文吉、室井孫四郎それぞれ単独に案を持っ 

ていたが、最後に両案を共同案としてまとめたものである。これは 

配列表の１段目から５段目までに五十音を配当したもので、明治22



年暮れの案と考えていいようだ。

選定会議においては以上の３案について協議が行なわれた。なお 

倉次はこの点字選定会議に先立って、点字に必要な諸条件を挙げ、 

“点字選定要旨”として発表している。彼が８月31日案に翻案にあ 

たっての心構えとして記したものをまとめたものと思われ、次のよ 

うに簡明になっている。

第一 誤りなく早く読み得べし。なるべく類似の符を少なくすべ 

し。

第二 速く書き得べし、点数少なき符を常用多き字に充つべし。

第三 記憶に便なるを要す。

第四現行の仮名の数だけは点字を以て表わし得るを要す。

第五 五十音に並べても詞を綴りても見悪からざるべし。

第六数冠詞は最も知り易きを要す。

このような経過を経て、９月27日に点字選定会議が開かれたので 

あった。出席者は、伊沢修二校長をはじめ、小西信八、石川倉次、 

遠山邦太郎、奥村三策の４教員と、８人の学生たちであった。

この会議において、奥村氏は最も単純な伊藤•室井案を推し、伊 

沢・小西両氏も「盲人が良いと言うのだから」という理由でこの案 

を支持した。しかし理論派の倉次と遠山はこれに強く反対した。そ 

の論拠は、上下の関係はあっても、ア段とオ段が同型になって、読 

み誤りの恐れのあること、および文に綴った際、凹凸があって見難



いということであった。かくしてこの日は結論を得ることができな 

かった。

第２回選定会議は10月４日に開かれたが、この日も結論を得るこ 

とはできなかった。この日の収穫は、濁点や半濁点は清音の前に置 

くという原則を決定したことである。

第３回選定会議は10月18日に行なわれた。この日も結論には至ら 

なかったが、数字はブライユシステムそのままを用いること、およ 

び表記について、語と語との間は１マスあけ、句と句の間は２マス 

あけるという分かち書きの原則を決定し、さらに助詞の「ヲ」はワ 

行のオを用いることをも決定したのであった。

そして11月１日、最後の第４回選定会議を迎えるのである。この 

会議において遂に満場一致で石川案が決定された。石川案は音韻の 

上より見ても、学習の容易なことから見ても、紙面の経済の上から 

見ても優れているというのがその論拠であった。

この選定会の特徴は、学生をも交えた会であったということであ 

る。４回行なわれた会議の全てに、小西、石川、遠山、奥村の４教 

員とともに、多少の増減はあったが、毎回８名ないし10名の学生が 

加わっていた。原案も前記のように教員側からばかりでなく、学生 

側からも出されており、教員も学生も同じ立場で意見を交換しあっ 

たのである。しかも全員の意見が一致するまで討議を重ねたのであ 

った。正に民主的な運営が行なわれたのである。この民主的運営は、 

わが国の点字史上誇っても良いことだと私は考えている。



17．拗音の完成

点字翻案当時は歴史的仮名遣いが行なわれていたので、拗音も清 

音や濁音の仮名遣いによって表現されていた。今日を「けふ」と書 

き、ドジョウを「どぜう」と書くような仮名遣いである。しかしロ 

ーマ字論者でもあった倉次は最も望ましいのは表音的仮名遣いであ 

ると考えて研究を続け、遂に拗音システムを完成したのである。そ 

れは４の点を拗音点として、カ行とかサ行とかその他の行の文字に 

前置するという方法で、実に画期的な発想であった。私はこの拗音 

点の４の点は、ローマ字綴りにおけるｙの意味を持たせたものだと 

考えている。例えば五十音におけるカ行の６の点がｋを表すものだ 

とすれば、「カ」は「ア」という母音のａにｋを加えたことになり、 

kａと考えられる。さらにそれにｙにあたる４の点を前置した形で、 

「キャ」はａとｋとｙを含みｋｙａと考えることができるのである。

また五十音の構成において、ヤ行に４の点を用いたが、その場合の 

４の点にもｙの意味を持たせていたとも考えられるのである。

拗音システムが発表されたのは明治31年２月15日のことであっ 

たが、最初この拗音の採用には抵抗する者が多かった。点字翻案以 

来約８年、点字使用者も歴史的仮名遣いに慣れ親しんでいたからで 

ある。しかし次第にその利便性が認識され、ついに明治32年７月６ 

日、東京盲唖学校ではこれを公認し、採用することを決定した。

これら五十音および拗音は、明治34年４月22日、官報学事欄内小 

西信八校長報告に「日本訓盲点字」として掲載された。従ってわが 

国の「点字制定記念日」は本来なら４月22日というべきかも知れな
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続きをお読みになりたい場合には
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までお問い合わせください。
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